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は じ め に

近年，ネットワーク技術の拡大とともに本人

認証のために生体認証が広く使われてきてお

り，指紋，顔，虹彩，静脈，掌形といったモダ

リティが個人を特定する特徴として用いられて

いる．また，脳画像を用いた大規模研究が多く

行われるようになっており，脳画像とともに

DNA 情報などの個人情報が公開されてい

る1),2)．本研究では，脳形態画像により個人が

特定可能かについての検討を行った．

方法(概要)

健常者 215 名に対して 2 回ずつ撮像した IR-

FSPGR（inversion recovery prepared fast

spoiled gradient recalled acquisition in the

steady state）によるボリューム画像を用いて，

初回の画像をトレーニング（Gallery），2 回目

の画像をテスト（Probe）とし，VBM（voxel-

based morphometry)3)にて画像正規化，構築

した PCA（principal component analysis）ベー

スの認証システムにて“固有脳（eigenbrain）”

を算出，部分空間上での画像間のユークリッド

距離を計算することで認証を行った．

結果と考察

対象画像が 215 個のため，214 個の“固有脳”

が算出されるが，全体の分散のうち“固有脳”

38 個までで 50の分散が説明可能であった．

2 回目の画像（Probe）と初回の画像（Gal-

lery）との間のユークリッド距離は，使用する

“固有脳”の数を増やすほど，他人（自分以外）

との距離は離れるが，自分自身との距離はほと

んど変わらず，“固有脳”の数が少ない場合で

も他人（自分以外）との距離は比較的十分に離

れていることがわかった．

最も距離が近いものを自分と判定した時の認

証の成功率（rank-one identiˆcation rate）は，

16 個，32 個の“固有脳”を部分空間として使

用した場合で，それぞれ，97.2，99.5であ

り，112 個以上の“固有脳”を使用した場合で

は，100で個人の特定が可能であった．

なお，画像の撮像には 2 台の同一モデルの

スキャナを使用し（使用スキャナはランダム），

撮像期間中にスキャナのアップグレードがあっ

たが，これらによる大きな影響は認められな

かった．

結 語

PCA ベースの認証システムを構築し，脳形

態画像を用いて高い精度で個人認証ができた．

脳形態は個人を特定し得る情報であり，データ

の公開時などには注意が必要であろう．また，

将来的には，病院での検査時の患者照合などに

も広く応用できるかもしれない．
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Brain Morphology Can Identify a Speciˆc Individual
[Presidential Award Proceedings]
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We investigated whether brain morphology can identify a speciˆc person. Using structural mag-

netic resonance imaging data from 215 healthy subjects scanned twice, we performed brain recogni-

tion by normalizing images using voxel-based morphometry, extracting features based on principal

component analysis, and calculating the Euclidean distances between image pairs projected into the

subspace. The rank-one identiˆcation rate was 99.5 using even 32 dimensions for projection and

was 100 using 112 and more dimensions. The results indicate that brain morphology can identify a

speciˆc person; that is, brain morphology is personally identiˆable information.


